
双名島

久礼湾の入口にぽっかりと浮かんだ二つの島。その昔、久礼は暴風雨があるたびに大
きな被害を受けていたという話を聞いた鬼が、鬼ケ島から金棒に突き刺して運んでき
た大岩が双名島になったという伝説が残っています。また、大正時代に活躍した歌人・
大町桂月は「人ならばうれしからまし双名島 二つならびて萬代までも」と詠んでいます。

中土佐町5

中土佐町水産商工課　TEL 0889・52・2473　http://www.town.nakatosa.lg.jp/問

表紙の写真をスマホでかざせば動画が見えるAR配信！
専用アプリ「Aurasma」が必要です。詳細は下記HPをご覧ください。
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/111301/koho-arriyoutejyun.html

平成28年度当初予算  
一般会計4,625億円  前年度比＋40.6億円（＋0.9％）｜特集1｜
地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県へ
～「飛躍への挑戦」を新たなステージに引き上げる第3期産業振興計画がスタート！～｜特集2｜

イベント／かつお祭
体験／カツオの藁焼きタタキ体験｜2016奥四万十博｜

好評
開催中！
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問 い 合 わ せ 県庁財政課　TEL 088・823・9302　FAX 088・823・9768　HP http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/110401/yosan-index.html 

平成28年度
当初予算特集

　県では、これまでの８年間の取り組みの土台の上に立
って、人口減少による負の連鎖の克服と南海トラフ地震
への対応など、本県が抱える根本的な課題の解決に向
けて果敢に挑戦を続けています。
　今年度は、県勢浮揚に向けた好循環を生み
出していくことを目指して、今まで以上に力強
い施策を展開してまいります。県民の皆さ
まには、引き続きご指導、ご鞭撻を賜りま
すようお願い申し上げます。

5つの基本政策

「5つの基本政策」に横断的に関わる2つの政策 尾　知事からのメッセージ

一般会計4,625億円
前年度比＋40.6億円（＋0.9％） 　今年度は、飛躍への挑戦を新しいステージに向けていくため、5つの基本政策と2つの横断的な政策のさらなるバージョン

アップを図りました。これらの新たな政策をスピード感を持って実行するため、今年度の当初予算は、8年連続で前年度を上回
る積極型予算となりました。他方で、国の有利な財源の活用や事務事業の見直しなどにより、財政の健全性も確保しています。

　「産業振興計画の成長戦略を通じた第一次産業を中心とする
基幹産業の育成」「同計画の地域アクションプランによるビジネス
の確立」「集落活動センターなどの小さな拠点の整備」の三層構
造の取り組みにより、中山間地域の活性化を進めます。
主な取り組み

○「集落活動センター」の設置を促進するためのサポート（補
　助金制度やアドバイザー派遣など）を拡充
○「集落活動センター」のネットワークづくりに向けた連絡協議会を設立

　より多くの方の結婚や出産などの希望をより早くかなえると
ともに、それぞれのライフステージの女性が希望に応じて働き
続けられるように全力でサポートします。
主な取り組み
○結婚や子育てを応援する企業などが参加する「高知家の出
　会い・結婚・子育て応援団」を創設
○仕事の都合による子どもの一時預かりなどに対応する「ファ
　ミリー・サポート・センター」を普及拡大
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　課題解決のための積極型予算を編成しながらも、財政調整的基金残高
を一定確保しつつ、実質的な県債残高も昨年度と同水準を維持しました。

財政の健全性を確保！

※臨時財政対策債
　本来地方交付税で措置されるべき額について、国の財政事情が厳しいことから、臨時的に地
方債として配分されているもの。後年度、元利償還金の全額が地方交付税で措置される。

少子化対策の抜本強化と
女性の活躍の場の拡大2 110億円

（前年度比＋18億円）

経済の活性化
4・5ページの特集2をご覧ください。1 166億円

（前年度比＋13億円）

中山間対策の充実・強化
272億円（前年度比＋14億円）1

1

　今年度からスタートする「第3期日本一の健康長寿県構想」で
は、本県が抱える根本的な課題の克服に向けた5つの大目標を
掲げ、それぞれの取り組みを抜本強化しています。

主な取り組み
大目標1   壮年期（40歳～64歳）の死亡率の改善
○さまざまな特典が受けられる「高知家健康パスポート」などを
　活用した健康づくりのための県民運動を展開

大目標2   地域地域で安心して住み続けられる県づくり
○「あったかふれあいセンター」を活用した介護予防の取り組み
　を推進
○訪問看護師の育成による在宅医療の充実や奨学金制度など
　を活用した医師確保の推進

大目標3   厳しい環境にある子どもたちへの支援

○市町村による「子育て世代包括支援センター」の設置や、
　「児童虐待防止対策コーディネーター」の配置などを支援

大目標4   少子化対策の抜本強化
○「こうち出会いサポートセンター」のマッチングシステムの
　本格稼働および相談窓口の増設

大目標5   医療や介護などのサービス提供を担う人材の安定確保と産業化
○高校生等を対象とした介護職員初任者研修など、介護職場
　の人材確保対策を拡充

　今年度は、子どもたちの知・徳・体のさらなる向上に向けて新
たに策定した「教育等の振興に関する施策の大綱」に基づき、
次のような取り組みを重点的に強化しています。

主な取り組み
 ポイント1  「チーム学校」の構築による知・徳・体のさらなる向上
○県内のモデル中学校９校で、組織的な指導体制（複数の教
　員が学年をまたがって同一教科を担当する「タテ持ち」など）
　の実践研究を実施
○教員が子どもに向き合う時間をより長く確保するため、学習
　支援員や運動部活動支援員などの外部人材の活用を推進

 ポイント2  厳しい環境にある子どもたちへの支援
○小・中学校の放課後補充学習の充実・強化を支援
○いじめ問題などにワンストップ＆トータルで対応するため、
　「心の教育センター」の相談体制を強化
○スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配
　置を拡充

 ポイント3  地域との連携・協働
○家庭と地域、学校が一体となった学校支援地域本部の設置
　を拡充

南海トラフ地震対策の
抜本強化・加速化4 407億円

（前年度比＋8億円）

日本一の
健康長寿県づくり2 447億円

（前年度比＋40億円）

教育の充実と子育て支援3 240億円
（前年度比＋38億円）

インフラの充実と
有効活用5 1,000億円

（前年度同額）

　今年度は、「第3期南海トラフ地震対策行動計画」に基づき、
次の8つの重点課題の解決に向けた取り組みを強化します。

主な取り組み
1 「命を守る」対策の徹底

住宅の耐震化を段階的に行う補助制度を創設す
るなど、住宅の耐震化を促進

県内各地で整備を進めてきた津波避難空間へ確
実に避難するため、避難計画の現地点検を加速化

2 「命をつなぐ」対策の掘り下げ

避難所の確保と運営体制の充実

地域に支援物資などを届けるためのルートを確保

応急期に必要となる応急救助機関の活動拠点な
どの配置計画の策定を支援

災害時に、負傷者により近い場所で活動する「前
方展開型」の医療救護体制を確立

高知市の長期浸水区域内における確実な避難と
迅速な救助・救出の実現

3 県民への啓発の充実強化

防災意識を高め、自助、共助の取り組みを進める
ための啓発を実施

　「四国8の字ネットワーク」の整備を進めるとともに、南海トラ
フ地震対策と連動した公共施設の整備に取り組みます。

主な取り組み
○南海トラフ地震の際に「命の道」と
　なる四国8の字ネットワークなどの
　整備を促進
○浦戸湾をはじめとした河川・海岸堤
　防の地震・津波対策（耐震化など）を加速化
○土砂災害（山津波）から命を守るため、砂防施設の整備など
　のハード対策と、土砂災害警戒区域の指定などのソフト対
　策を一体的に推進
○既に着手している大規模建築事業（新図書館（H30年夏頃開
　館予定）・坂本龍馬記念館（H30年1月リニューアル予定）な
　ど）を着実に推進

重点課題1

重点課題6

重点課題7

重点課題8

重点課題2

重点課題3

重点課題4

重点課題5

※新図書館の外館イメージ
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問 い 合 わ せ 県庁計画推進課　TEL 088・823・9049　FAX 088・823・9255　産業振興計画特設HP http://sanshin.pref.kochi.lg.jp/keikaku/index.html 　第3期産業振興計画をもっと知っていただくためのシンポジウムを開催！ 詳しくは次ページをご覧ください。

地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県へ
〜「飛躍への挑戦」を新たなステージに引き上げる第３期産業振興計画（H28〜H31）がスタート！〜

　高知県は、「人口の減少が県内市場の縮小を招くことに
より、若者がさらに県外に流出し、さらに人口減少が加速
する」といった負の連鎖をたどってきました。県では、この
課題に正面から向き合い、県勢浮揚を成し遂げるため、平
成21年に「高知県産業振興計画」を策定。これまでの7年
間の取り組みにより、右のような一定の成果が表れてきま
した。
　しかしながら、各分野で多くの雇用が生まれたものの地
域に残りたいと願う若者の希望を十分にかなえる状況に
は至っていません。
　そのため、「第3期産業振興計画」（計画期間:H28年度～
H31年度）を策定し、さらなる飛躍への挑戦を続けていくこ
ととしています。

◆農業
◯次世代型こうち新施設園芸システムの普及と農地の確保
◯こうち型集落営農の拡大と法人化の推進
◯中山間農業複合経営拠点を県内各地に整備  など

◆林業
◯原木の生産と皆伐後の再造林に必要な苗木生産を強化
◯大断面集成材などの高付加価値製品を製造する加工施設
　の整備を支援  など

◆水産業
◯法人などの生産現場への参入を促進
◯養殖魚の人工種苗を生産・中間育成する技術の早期確立  など

◆ものづくり
◯ものづくり地産地消・外商センターによる事業戦略の策定か
　ら実行までの支援を強化  など

◆観光
◯歴史を中心とした博覧会の開催を通じた歴史資源の磨き上げ
◯歴史と食を一体的に連動させた戦略的な観光地づくり（観
　光クラスター化）の推進  など

◆コンテンツ事業等
◯コンテンツ関連産業や事務系職場の集積を拡大  など

特 集

［産業振興計画によるこれまでの成果］
◯「地産外商公社」などの活動による外商の成約件数が約25
　倍に増加（H21年度178件→H26年度4,393件）

◯「ものづくり地産地消・外商センター」の支援による外商の成
　約金額が約16倍に増加（H24年度2億5千万円→H27年度40
　億8千万円）

◯かつて310万人前後だった県外からの観光客数がH25年・
　H26年・H27年と3年連続で400万人を突破

◯製造品出荷額等が大幅増（H22年4,681億円→H26年5,260
　億円）

◯県が数を把握できるものだけでも5,491人分の雇用を創出。
　これ以外にも、数の把握は難しいものの観光振興や地産外
　商の拡大によって雇用が創出されていると見込まれる

＜地域産業クラスターのイメージ（農業クラスターの例）＞

集出荷場、物流拠点

一次加工・食品加工施設

直販所・レストランなど

種苗供給施設

次世代型ハウスの整備

エネルギー供給施設

研究・
開発施設

研修施設、
体験滞在型施設

ハウス、
資材メーカーなど

強化の
ポイント 担い手の育成・確保！1

強化の
ポイント 地域産業クラスターの形成 ！2

拡大再生産に向けた取り組みの強化！「地産」をさらに強化！

2

「外商」をさらに強化！
◆食品・ものづくり等
◯地産外商公社の体制の充実などにより、食品分野の全国展
　開を強化
◯ものづくり地産地消・外商センターに東京営業本部を新設
　するなど、外商支援を強化 
◯農林水産物・食品などの輸出拡大に挑戦
◯国内外での外商強化によるさらなる防災関連産業の振興   など

◆観光
◯国内外のマスメディアを活用した効果的なプロモーション
　を実施
◯外国人観光客（クルーズ船等）の受入環境を整備するなど、
　国際観光を推進  など 

　各産業の取り組みを継続、発展させるため、移住施策と連携

した担い手の育成・確保対策に取り組みます。

◯第一次産業の担い手確保対策を推進

◯事業承継・人材確保センターの体制強化により、企業などの
　中核を担う人材確保を支援
◯土佐まるごとビジネスアカデミー（土佐MBA）の拡充など地
　域のリーダーとなる産業人材の育成を強化
◯移住につながる多様なツアーの実施や高知県版CCRC構想
　の展開  など

　地域に残りたいと願う若者の就職に関する希望をかなえるに

は、第一次産業から第三次産業までの多種多様な仕事が必要

です。そのため、地域に根差した第一次産業や観光などを核と

して、その周りにさまざまな産業を集積させる「地域産業クラス

ター」を意図的に生み出していきます（右図参照）。

　お住まいの地域でもチャレンジしてみようというご希望がご

ざいましたら、県庁地産地消・外商課（TEL 088・823・9770）までお

気軽にご相談ください。

強化の
ポイント 起業や新事業展開の促進！3
　地域の持続的な発展のためには、新しい挑戦が次々に行わ

れる環境が必要です。そのため、起業や新たな事業展開を促

す施策を抜本強化します。

◯起業などのご相談にワンストップで対応する新たな相談窓
　口を県庁内に設置（起業推進室 TEL 088・823・9781）
◯土佐MBAにおける学びから起業までの支援を強化
◯小規模な事務系職場の起業などを促進するための補助制
　度の創設など、資金調達面での支援を強化  など

※平成28年3月現在、県内16の地域でこのような地域産業クラスターの
　プロジェクトを進めています。また、地域地域で新たなプロジェクトの
　掘り起こしも実施していきます。

第3期産業振興計画の戦略：『「地産外商」の取り組みをさらに強化し、その流れをより力強く「拡大再生産」の好循環につなげることを目指す』
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各分野の主な指標（平成12年を1とした増減率）

0.4
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0.8

1

1.2

1.4

1.6

木材・木製品製造業出荷額等

原木生産量

沿岸漁業
生産額

県外観光客入込数

農業産出額水産加工出荷額
製造品出荷額等

食料品製造業出荷額等

観光総消費額

点線は見込値

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

生産年齢人口

長年にわたって、生産年齢人口の減少に連動する形で、
減少傾向にあった各分野の産出額などが上昇に転じています！

産業振興計画スタート



問 い 合 わ せ 県庁計画推進課　TEL 088・823・9334　FAX 088・823・9255　E-mail 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 

産業振興計画のシンポジウムを開催します！
　尾﨑知事から第3期産業振興計画の全体像を説明させていただくほか、地域アクションプランに取り組んでい
らっしゃる方の発表やパネルディスカッションなどを行うシンポジウムを開催します。
　ご参加いただける方は、各開催日の前日までにFAXまたはメールでお申し込みください。

5月16日（月）13時30分～16時30分
会場  高知会館（白鳳）高知市地域

幡 多 地 域

安 芸 地 域 5月18日（水）13時30分～16時30分
会場  田野町ふれあいセンター

嶺 北 地 域 5月23日（月）13時30分～16時30分
会場  土佐町保健福祉センター
5月30日（月）14時00分～17時00分
会場  宿毛市立宿毛文教センター（多目的ホール）

皆さんもぜひご一緒に
「高知を元気にするためにできること」
を考えてみませんか。

6高知FD
試合日程

高知ファイティングドッグス球団株式会社
TEL 088・878・0775

問い合わせ
○高 高知球場  ○大 大方球場
5月1日○高  3日○高  4日○高  5日○高  13日○高  14日○大  26日○高  29日○高

※試合日程・開催場所は変更になる場合があります。

1日：12時開始 14日：13時開始 そのほか：18時開始

高知県庁あての郵便物は
〒780-8570高知県○○課だけで届きます。

情報ひろば情報ひろば
■日時
■場所
■対象
■募集人数
■参加料・受講料
■申込先

■問い合わせ先
■電話番号
■ファックス番号
■ホームページURL
■Eメールアドレス
　を表しています。

所

数
対

料
申

日 問
Tel
Fax
HP
E

高知けいば「夜さ恋ナイター」開催日程
高知県競馬組合 TEL０８８・８４１・５１２３ http://www.keiba.or.jp/

5
月 （日）（水・祝）（土）（日）（土） （日） （日）（土）

1・4・7・8・21・22・28・297 5月4日（水・祝）重賞競走「第7回福永洋一記念」
5月22日（日）重賞競走「第20回黒潮皐月賞」

県営住宅の入居者募集

【定期募集】（高知市）沖田・鴨部・船岡・船
岡南・小高坂三の丸・横浜・横浜第二・介
良・大津・八反町、（室戸市）菜生、（奈半利
町）奈半利・奈半利東、（安芸市）安芸東、
（香南市）赤岡東・別所山・吉川、（香美市）
土佐山田、（南国市）蒲原・十市、（四万十
市）中村、（宿毛市）宿毛、（四万十町）窪
川、（黒潮町）佐賀
【随時募集中】（高知市）春野［視聴覚障害
者住宅］、（室戸市）行当・柳ノ内・佐喜浜、
（東洋町）野根、（奈半利町）天神南、（本山
町）本山
申込書配布場所 県庁1階募集要項コー
ナー、高知県住宅供給公社、県立ふくし
交流プラザ、高知市内の各市民会館、該
当する市町村役場（高知市を除く）
募集期間 5月8日（日）～14日（土）
応募方法 持参（土日を除く）
　　　　郵送（消印有効）
■申■問〒780-0832 高知市九反田4-10-401
高知県住宅供給公社（トップワン四国4階）
■Tel  088・883・0344

講座

点訳ボランティア養成講座
視覚に障害がある方のために活字（図書）
を点字にする点訳ボランティアを養成し
ます。
■日 6月18日（土）～3月末
　（直接講座10回、通信講座35回程度）
■所高知市たかじょう庁舎（高知市鷹匠町）
■数 15人程度
■料無料（テキスト代が別途1,000円程度必要）
申込期間 5月24日（火）～6月7日（火）
　　　　※日曜の午後と月曜は除く
申込用紙配布場所 県内の公立図書館、高
知市役所丸ノ内仮庁舎1階、高知市中央
公民館
申込方法 持参
■申■問高知市追手筋2丁目
　　  1-7 高知点字図書館
　      （高知市民図書館内2階）
■Tel 088・823・9488

お知らせ

自動車税の納期限は5月31日（火）です

納税通知書を5月6日（金）に発送しますの
で、納期内に最寄りのコンビニ、金融機関ま
たは県税事務所で納付してください。なお、
納付後に受け取る納税証明書は、車検を受
けるときに必要ですので、領収書と一緒に
大切に保管してください。また、自動車を売
るときは、新しい所有者に納税証明書を引
き継いでください。
■問安芸県税事務所　　 ■Tel 0887・34・1161
■問中央東県税事務所　 ■Tel 088・866・8510
■問須崎県税事務所　　 ■Tel 0889・42・2366
■問幡多県税事務所　　 ■Tel 0880・35・5972

平成28年 経済センサス－活動調査

商店や工場、企業、病院など全国すべて
の事業所の経済活動を明らかにする、
経済センサス－活動調査を6月1日に
実施します。調査結果は、今後の政策立
案の重要な基礎資料になりますので、
皆さまのご協力をお願いします。
■問県庁統計課  ■Tel 088・823・9345

低所得の高齢者に給付金が支給されます
高齢者世帯の年金も含めた所得全体の
底上げを図るため、低所得の高齢者に給
付金が支給されます。詳しくはお住まい
の市町村役場にお問い合わせください。
■対昭和27年4月1日以前に生まれた方
で、平成27年度分の住民税が課税され
ない方（扶養者が課税されている場合
や生活保護を受けている場合を除く）
支給額 1人3万円
申請方法 平成27年1月1日時点で住民登
録のある市町村役場に申請書を提出
■問各市町村役場または県庁地域福祉政策課
■Tel 088・823・9664

相談

E V E N T催し

消費者問題に、より関心を持っていただ
くため啓発イベントを開催します。
【消費者啓発パネル展】
■日 4月30日（土）～5月26日（木）
■所県立図書館（高知市丸ノ内）
【消費者の日 幼稚園児による高知大丸一日店長】
■日 5月30日（月）10時～11時
■所高知大丸（高知市帯屋町）
■問県立消費生活センター  ■Tel 088・824・0999

5月は消費者月間です

看護職を目指す方やその保護者などを対象に
した講演会と進学相談会を開催します。現役
の看護職員や看護学校の教員などに直接質問
と相談ができるほか、看護体験ができるコー
ナーもあります。事前の申し込みは不要です。
■日 5月7日（土）12時30分～16時30分
■所こうち男女共同参画センター「ソーレ」（高知市旭町）
■問高知県看護協会  ■Tel 088・844・0678

募集

こうち看護フェア
―あつまれ 未来の看護師さんⅡ―

がんの治療や療養生活のお悩みなどについ
て、下記の施設で相談を受け付けています。

■問 県庁健康対策課  ■Tel  088・823・9674

がん相談窓口のお知らせ

高知大学医学部
附属病院

相談場所 TEL 相談時間

088・880・2179 月～金曜 8時30分
～17時

高知医療センター 088・837・3863 月～金曜 9時～16時

高知県立幡多
けんみん病院 0880・66・2222 月～金曜

8時30分
～17時15分

高知赤十字
病院 088・822・1201 月～金曜

火・第3木曜
国立病院機構
高知病院 088・828・4465

月曜 9時～16時
9時～11時30分

9時～16時

088・854・8762

がん相談セン
ターこうち
（こうち男女
共同参画セン
ターソーレ内）

月～土曜 9時～17時

高知県教育の日
「志・とさ学びの日」の標語募集

11月1日は高知県教育の日
「志・とさ学びの日」です。こ
の日をさらに広く県民の皆
さまに知っていただくため
の標語を募集しています。
応募期限 5月27日（金）
募集案内配布場所 県庁1階募集要項コー
ナー、県教育委員会教育政策課（ホーム
ページからダウンロード可）、県内のイオン、
マルナカ、フジ（一部店舗）
応募方法 持参、郵送、メール
■申■問県教育委員会教育政策課
■Tel 088・821・4731
■E 310101@ken.pref.kochi.lg.jp

このコーナーでは、「2016奥四万十博」の
イチオシイベントと体験メニューを季節に
合わせてピックアップ。
みんなで奥四万十へレッツゴー！

みんな

 おいで
よ！

問い合わせ／中土佐町水産商工課　TEL0889・52・2473
中土佐町ホームページ http://www.town.nakatosa.lg.jp/

　奥四万十地域の春を代表するイベントの一つである「かつお祭」。

例年、中土佐町の人口の3倍近い1万8千人もの方が来場し、カツオの

たたきやカツオカレー、カツオ丼、チチコ（心臓）、ハランボの塩焼きな

ど、さまざまなカツオ料理で約2トンもの

カツオを豪快に平らげます。「ところてん

早食い競争」「カツオ一本釣り競争」「カツ

オ船の体験乗船」などのイベント（無料）

もぜひお楽しみください。

　久礼の港が見下ろせる高台に立つ鰹乃國の湯宿「黒潮本陣」に隣接す

る「黒潮工房」では、本格的なカツオの藁焼きタタキづくりが体験できま

す。火力の高い藁で、カツオの身の表面を一気に焼き上げると、表面は香

ばしく中は柔らかい絶品タタキのでき

あがり。カツオを1本丸々さばくところ

から始める中級コースと、さばいた後

のカツオを藁で焼いて、切ってタタキ

をつくる初級コースがありますので、

自分のお好みに合わせて楽しめます。

住所／高知県高岡郡中土佐町久礼8009-11
料金／初級：カツオ料金＋800円  中級：カツオ料金＋1,500円（要予約）
所要時間／約1時間　問い合わせ／黒潮工房 TEL0889・40・1160
黒潮工房ホームページ http://honjin.or.jp/koubou/

体験

自分で焼く本場の味は最高！

カツオの藁焼きタタキ体験
旬のカツオを食べ尽くす！

かつお祭
イベント

2016奥四万十博ナビゲーター
「しんじょう君」

5月15日（日）10時～15時日時 久礼八幡宮前ふるさと海岸場所



平成28年度当初予算  
一般会計4,625億円  前年度比＋40.6億円（＋0.9％）
地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県へ
～「飛躍への挑戦」を新たなステージに引き上げる第3期産業振興計画がスタート！～

再生紙を使用しています

◆身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳、被爆者健康
手帳所持者とその介護者（1人）は入館無料。高知県・高知市長寿者手帳をお持ちの方は
入館無料。手帳は原本をお持ちください。企画展は観覧料が必要な場合があります。

※のいち動物公園は9時30分～17時 ※休館日を記載していない施設
は無休です。※最終入館が閉館30～60分前までの施設もあります。［開館時間］9時～17時県立施設

のご案内
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3月1日現在の高知県推計人口
（県庁統計課）県人口

総数：725,842人
（前月比） －706人

341,395人
（前月比） －302人

男性
384,447人
（前月比） －404人

女性
318,348世帯
（前月比） －218世帯

世帯数

香南市野市町大谷738  
TEL 0887・56・3509 
入園料：460円  
休園日：5月9日、16日、23日、30日

●第25回 写真コンテスト作品募集

■日 5月1日（日）～7月31日（日）
園内の動物を撮影した写真を募
集。金賞作品は来年のカレン
ダーに採用させていただきます。
申込方法 持参、郵送（当日消印有効）

●動物写真撮影会

■日 5月15日（日）9時35分～12時
写真家の岩崎勇さんから、動物
撮影のポイントを学びます。
■数 50人 ※申込多数の場合は抽選
申込方法 電話、はがき
申込期限  5月8日（日）当日消印有効

のいち動物公園

南国市岡豊町八幡1099-1
TEL 088・862・2211
入館料：510円

●企画展「いざなぎ流の里・物部
　―神々と精霊の棲むムラ―」

■日 6月26日（日）まで
民間信仰いざなぎ
流を中心に、香美市
物部町に伝わる歴
史や民俗を紹介。

歴史民俗資料館

安芸郡芸西村和食甲4668-1 
TEL 088・824・5451（高知県文教協会）
休館日：観測学習会等の開催日
時以外は休館

芸西天文学習館

●天体観測学習会 
■日 5月3日（火・祝）、15日（日）、31
日（火）19時～21時
■料無料  ■数各日とも先着40人
申込方法  電話（前日まで）

●春の天文教室 

■日 5月7日（土）16時30分～21時
天体観測やパソコンを使ったプ
ラネタリウムで星を学びます。

高知市丸ノ内1-1-20
TEL 088・822・0231
観覧料：500円（常設展含む）

●企画展
  「桐野伴秋の世界と文学の旅      
  －土佐・日本そして世界へ－」 

■日 6月19日（日）まで

●企画展関連トーク
◎「ふらり日本列島 文学の旅
   ～東日本編～」
■日 5月15日（日）14時～15時30分
◎「ふらり日本列島 文学の旅
   ～西日本編～」

■日 6月12日（日）14時～15時30分
■数 各日先着100人
申込方法  電話、文学館受付

●能管演奏＆朗読＆トーク

■日 6月5日（日）14時～15時30分
能管演奏の野中久美子さんと
桐野伴秋さんのトークショー、
「地球・美の幻風景」の映像を背
景に斎藤明子さんの朗読も行
います。
■料 1,000円（当日観覧券含む）
■数先着100人
申込方法  電話、文学館受付

文 学 館

「赤富士」 ©KIRINO TOMOAKI

野中久美子©KIRINO TOMOAKI

高知市高須353-2  
TEL 088・866・8000
観覧料：一般360円、大学生250円

美 術 館

●土方久功展―南洋の光と影  
■日 6月12日（日）まで
パラオなど南洋諸島への取材
活動から生まれた、甘美でノス
タルジックな芸術作品を紹介。

●大原治雄写真展
　―ブラジルの光、家族の風景

■日  6月12日（日）まで
■料当日900円（大学生600円）
　 前売720円

●春の定期上映会
　「ブラジル 果てしなき大地、
　見果てぬ夢」

■日 5月28日（土）・29日（日）
　 10時～、15時～
『ベルリン・天使の歌』のヴィム・
ヴェンダース監督が、“神の眼”を
持つと称されるブラジル出身の写
真家セバスチャン・サルガドを解き
明かすドキュメンタリー「セバス
チャン・サルガド 地球へのラブレ
ター」や、ウォルター・サレス監督が
フランシス・フォード・コッポラ製
作総指揮のもと監督した「オン・
ザ・ロード」（R-15）などブラジルに
関連した映画作品を上映。
■料 1プログラム：当日1,200円
　　　　　　　前売1,000円

©Sebastiao Salgado ©Donata Wenders 
©Sara Rangel ©Juliano Ribeiro Salgado

牧野植物園
高知市五台山4200-6　
TEL 088・882・2601 
入園料：720円

●サボテンと多肉植物展 

■日 5月28日（土）～6月5日（日）
四国の愛好家が育てた100鉢
以上の植物を展示。販売や栽
培相談も行います。

●Dramatic Makino
　～植物園に行こう！～ 

■日 5月29日（日）まで
園内に咲く春の植物が楽しめ
るスタンプラリーやガイドツ
アーなどを開催。

土佐清水市三崎字今芝4032
TEL 0880・85・0635
入館料：18歳以上720円、小・中・
高校生360円

●開館41周年記念イベント

■日 5月1日（日）13時30分から
開館41周年を記念して、もち
投げや子ども向けのゲームな
どを開催します。
■料無料（別途入館料が必要）

足摺海洋館

いざなぎ流六道幣

高校生以下は無料
（足摺海洋館は除く）
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